
平成１９年度実績評価書要旨

評価実施時期：平成　１９年　　８　月
担当部局名：
　 医政局研究開発振興課医療機器・情報室

施策名

医療情報化インフラの普及を推進すること
政策体系上の位置付け

基本目標Ⅰ
　安心・信頼してかかれる医療の確保
と国民の健康づくりを推進すること
施策目標３
　利用者の視点に立った、効率的で安
心かつ質の高い医療サービスの提供を
促進すること（Ⅰ－３－１）

重点計画２００６
（ＩＴ戦略本部）

平成１８年７月

施策の概要
　医療のＩＴ化を推進するため、「ＩＴ新改革戦略」等に基づき、標準化の推進や安
全な情報連携基盤の整備を進めるとともに、医療機関における費用負担の軽減に資す
る取組等を実施する。

施策に関する
評価結果の概
要と達成すべき
目標等

【評価結果の概要】

（施策目標の評価）
　医療分野のＩＴ化については、医療用語・コードの標準化等の施策により推進を図っていると
評価できる。今後も引き続き標準化等に取り組んでいくとともに、医療機関の機能、規模、特
性等を考慮して、目的に応じた情報化の必要性と活用度を適切に評価するための指標を平
成１９年度末までに開発することとしており、それを踏まえた上で本政策目標の評価を適切に
行うこととしている。
　
（評価結果の分類）
　施策目標の達成に向けた見直しを検討する
（医療機関の機能、規模、特性等を考慮して、目的に応じた情報化の必要性と活用度を適切
に評価するための指標を平成１９年度までに開発した上で、統合系医療情報システムを２００
床以上の医療機関のほとんどに導入する）

【達成すべき目標、測定指標、目標期間、測定結果　等】

関 係 す る 施 政
方針演説等内
閣の重要政策
（主なもの）

施政方針演説等 年月日 記載事項（抜粋）

ＩＴ新改革戦略
（ＩＴ戦略本部）

平成１８年１月

施策目標に係る指標
（達成水準／達成時期）

Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８
１ 統合系医療情報システムの普及 ― ― ― ― ―

率
（医療機関の機能、規模、特性等
を考慮して、目的に応じた情報化
の必要性と活用度を適切に評価す
るための指標を平成１９年度まで
に開発する。それを踏まえ、統合
系医療情報システムを２００床以
上の医療機関のほとんどに導入す
る（４００床以上は平成２０年度
まで、４００床未満は平成２２年
度まで ））。

（調査名・資料出所、備考）


